
　
12
月
９
日
に
開
催
さ
れ
た
第

８
回
幌
延
町
議
会
定
例
会
に
お

い
て
、
野
々
村
仁
町
長
が
行
政

報
告
で
、「
令
和
２
年
度
以
降

の
幌
延
深
地
層
研
究
計
画

（
案
）」
に
対
す
る
町
の
方
針

に
つ
い
て
表
明
し
た
の
で
、
そ

の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
本
年
８
月
２
日
に
、
国
立
研

究
開
発
法
人 

日
本
原
子
力
研

究
開
発
機
構
（
以
下
、
原
子
力

機
構
）
か
ら
、
幌
延
深
地
層
研

究
計
画
に
つ
い
て
北
海
道
、
幌

延
町
及
び
原
子
力
機
構
が
締
結

し
た
三
者
協
定
に
基
づ
く
計
画

内
容
変
更
協
議
の
申
し
入
れ
を

受
け
て
以
降
、
三
者
協
定
に
基

づ
く
「
幌
延
深
地
層
研
究
の
確

認
会
議
」（
以
下
、
確
認
会
議
）

が
設
置
さ
れ
、
９
月
10
日
か
ら

５
回
に
わ
た
り
、
確
認
会
議
に

お
い
て
、
申
し
入
れ
を
受
け
た

研
究
計
画
案
に
つ
い
て
、
そ
の

必
要
性
や
妥
当
性
、
三
者
協
定

と
の
整
合
性
を
論
点
と
し
て
、

専
門
有
識
者
を
交
え
て
協
議
を

い
た
し
ま
し
た
。

確
認
会
議
で
の
確
認
事
項

■
研
究
の
進
捗
状
況
の
確
認
と

評
価
を
し
つ
つ
、
研
究
計
画

案
に
つ
い
て
、
当
初
計
画
の

変
更
を
必
要
と
す
る
環
境
の

変
化
や
変
更
の
理
由
な
ど
が

適
切
な
も
の
か
。

■
当
初
計
画
と
の
変
更
内
容
の

問
題
点
や
疑
問
点
な
ど
を
確

認
し
な
が
ら
、
変
更
理
由
と

変
更
内
容
が
合
致
し
て
い
る

か
。

■
研
究
計
画
案
が
三
者
協
定
と

の
間
で
齟
齬(

そ
ご)

が
な
い

か
。

　
こ
れ
ら
の
事
項
を
北
海
道
、

幌
延
町
、
専
門
有
識
者
の
ほ
か
、

52
名
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
２
０
０

件
の
質
問
等
も
加
え
て
、
原
子

力
機
構
と
の
質
疑
応
答
と
い
う

形
で
進
め
ら
れ
、
11
月
６
日
に

開
催
さ
れ
た
第
５
回
確
認
会
議

に
お
い
て
、
今
ま
で
の
確
認
会

議
で
確
認
さ
れ
た
内
容
が
取
り

ま
と
め
ら
れ
、
確
認
会
議
の
全

日
程
が
終
了
し
、
同
日
付
け
で
、

確
認
結
果
に
つ
い
て
文
書
に
よ

り
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

確
認
会
議
か
ら
報
告
さ
れ
た

確
認
内
容

　
「
必
要
性
」「
妥
当
性
」「
三

者
協
定
と
の
整
合
性
」
の
論
点

に
よ
り
整
理
さ
れ
ま
し
た
。

「
必
要
性
」

○
幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー

の
意
義
や
役
割
に
つ
い
て

・
地
層
処
分
を
実
施
す
る
た
め

に
必
要
な
技
術
・
方
法
の
信

頼
性
に
つ
い
て
、
実
際
の
地

質
環
境
で
確
認
し
、
深
地
層

を
体
験
・
理
解
す
る
た
め
の

場
で
あ
る
こ
と
。

・
幌
延
の
地
下
研
究
施
設
は
、

最
終
処
分
場
と
し
な
い
場
所

で
技
術
を
磨
く
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
地
下
研
究
施
設
で
あ
る
こ

と
。

○
日
本
に
お
け
る
地
層
処
分
研

究
の
位
置
付
け
に
つ
い
て

 

日
本
で
も
地
層
処
分
が
技
術

的
に
実
施
可
能
と
国
内
外
の
専

門
家
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
お

り
、
国
の
「
特
定
放
射
性
廃
棄

物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
基
本

方
針
」
や
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本

計
画
」
に
あ
る
よ
う
に
、
そ
の

信
頼
性
を
高
め
る
た
め
、
地
下

研
究
施
設
を
使
っ
て
研
究
開
発

を
行
う
こ
と
は
重
要
と
認
識
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

○
外
部
評
価
の
結
果
に
つ
い
て

・
評
価
委
員
会
か
ら
は
、「
全

体
と
し
て
概
ね
適
切
に
研
究

が
遂
行
さ
れ
、
当
期
５
カ
年

の
目
標
を
達
成
で
き
た
」
と

評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
一
部

研
究
は
十
分
に
な
さ
れ
て
い

な
い
と
評
価
さ
れ
た
こ
と
。

・
評
価
委
員
会
の
評
価
に
あ
る

「
技
術
の
確
立
が
可
能
な
水

準
に
達
す
る
ま
で
」
と
は
、

地
下
研
究
施
設
で
研
究
し
た

技
術
が
処
分
施
設
の
地
下
環

境
で
活
用
で
き
る
状
態
と
い

う
意
味
で
あ
る
こ
と
。

○
幌
延
で
の
研
究
計
画
延
長
の

必
要
性
に
つ
い
て

・
研
究
計
画
に
つ
い
て
は
、
全

体
と
し
て
概
ね
適
切
に
研
究

が
遂
行
さ
れ
た
が
、
一
部
研

究
に
遅
れ
が
あ
っ
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
成
果
が
十
分
に

得
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
研

究
成
果
を
得
る
た
め
に
は
、

継
続
し
て
実
施
す
る
必
要
が

あ
る
研
究
が
あ
る
こ
と
。

・
研
究
延
長
が
必
要
と
な
っ
た

の
は
、
外
部
評
価
に
加
え
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
規
制
委
員

会
か
ら
地
層
処
分
に
関
し
、

処
分
場
建
設
許
可
申
請
に
対

す
る
審
査
結
果
が
示
さ
れ
た

こ
と
な
ど
国
内
外
の
地
層
処

分
を
巡
る
状
況
に
変
化
が
あ

る
こ
と
。

○
瑞
浪
が
研
究
を
終
了
す
る
の

に
対
し
、
幌
延
で
の
研
究
を

続
け
る
理
由
に
つ
い
て

・
瑞
浪
は
地
層
科
学
研
究
の
み

令
和
２
年
度
以
降
の
幌
延
深
地
層
研
究
計
画
（
案
）
に
係
る
町
の
対
応
に
つ
い
て
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